
2022年合格目標
オリエンテーション講義

(小野講師）

本講義は、2022年合格目標コースの本講義に入る前の「オリエンテーション」です。
これからの学習内容や学習方法など、合格に向けた情報をお伝えしていきます。

↓資料を請求する↓ ↓インターネットで申し込む↓







※1 国税庁平成29年「民間給与実態統計調査」における資本金10億円以上の会社。
※2 厚生労働省平成28〜30年「賃金構造基本統計調査」における従業員1,000人以上の

会社の公認会計士・税理士推定年収の平均（1,018万円）。なお、本文中の推定年収に
は、公認会計士のほかに税理士も含まれていますが、両資格とも大きな開きはないと言われ
ているため、ここで紹介しております。

大企業

一般企業勤務

医師弁護士

公認会計士のビジネスフィールド P52

公認会計士の魅力公認会計士を

目指そう！
CERTIFIED PUBLIC 

ACCOUNTANT

安心の収入！

社会的地位の高さ！安定性がある！

将来性が豊か！

会計のプロフェッショナルとして、クライアントに対して高度な
専門知識を提供する公認会計士には、その対価として高い報
酬が支払われます。大企業の平均年収が約590万円程度
であるのに対し、公認会計士は1,000万円以上の年収を得
ることができるのも魅力の一つです。
また、生涯年収という点で考えれば、早く合格するほど収入面
でも有利と言えます。

公認会計士は、医師や弁護士と並び三大国家資格と言われています。
監査を通じて壮大なスケールで社会に貢献することができ、経済を支える

「資本主義の番人」として重要な使命を担っています。難関試験である
がゆえに目指す価値がある、一生涯の資格と言えます。

国際的な会計事務所のうち、大手4社は「Big4」と呼ばれています。このBig4は世界150ヵ国以上にわたり大規模な会計ネットワークを展開しており、その
知名度と国際性から、世界の大学生の就職先として極めて高い人気を有しています。日本では、上記の監査法人がそのメンバーファームとして提携しています。
日本の公認会計士試験に合格し、監査法人に就職することで、世界的な会計プロフェッショナルファームの一員として活躍することができます。

世界４大会計事務所と提携する
　 日本国内の監査法人

公認会計士の代表的な業務と言えば財務諸表の監査業務ですが、この監査業務は公認会計士にしか行うことができない独占業務です。
財務諸表監査は、日本の資本市場の健全な発展を担う重要な役割を有しているため、
独占業務を有する公認会計士は、景気に左右されにくく安定した需要があると言えます。

公認会計士は大企業を中心に、様々な業種のクライアント
を監査します。そのため、日本を代表する製造業から時流
の先端を行くIT企業まで、多様なビジネスモデルを広く深く
理解することができます。
また会計の専門家として、経営層と接する機会にも恵まれ
ており、年齢性別を問わずプロフェッショナルとして活躍で
きます。

監査業務を通じて得た経験や知見は希少で価値が高く、
コンサルティング、上場企業CFO、海外駐在、独立開業
など将来の選択肢を広げることができます。自分が望む
キャリアプランを自らデザインし、実現する力を公認会計士
は有しています。

高い平均年収！
約1,000万円！

三大国家資格の一角！

監査法人は世界的にも
人気の就職先！

監査業務は公認会計士の独占業務！

価値ある経験が積める！

将来の選択肢が
広がる！

公認
会計士の魅力

公認
会計士の魅力公認

会計士の魅力

公認
会計士の魅力
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2
時 代

景気に左右されにくい、安定した公認会計士

悪

良
景気

女性が生涯
輝ける資格

世界4大 会計事務所 国内提携 監査法人
EY

 UK：London EY新日本有限責任監査法人

Deloitte
 US：New York 有限責任監査法人トーマツ

KPMG
 NL：Amstelveen 有限責任 あずさ監査法人

PwC
 UK：London

PwCあらた有限責任監査法人
PwC京都監査法人

公認会計士

公認会計士
・

税理士

三大
国家資格

P54

平 均 年 収
約1,000万円※2

平 均 年 収
約590万円※1

公認
会計士
独占業務

経理
・

財務業務

株式
公開支援
（IPO）

IFRS
（国際財務報告基準）

関連
サービス

コンサル
ティング

（MAS）

独占業務
監査

公認会計士
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財務諸表監査とは、企業等が
作成する貸借対照表等の財務
諸表が、その企業の財政状態
や経営成績を適正に表示して
いるか否かを、独立した第三者
的な立場で判断し、意見を表明
する一連の作業のことです。企
業等にとって最も大切な「社会
的信用」を支えています。公認
会計士が監査を行うことにより、
企業を取り巻く利害関係者は
信頼性の高い情報を得ることが
でき、様々な取引を安心して行う
ことができるのです。

内部統制監査とは、企業等において、リスク管理や業務分掌、意思決定ルール等、経営目標を達
成するために構築した内部統制システムについて、その機能の状況を確認し評価するものです。
このような内部統制システムが本来どうあるべきか、正しい知識を持つ公認会計士だからこそ、これ
らを確認・評価し、適切な助言を行うことができるのです。

財務諸表監査

内部統制監査

近年高まる多様なニーズから、
財務会計に精通し、監査業務という企業の社会的信用を支える公認会計士は、

その業務の幅をますます広げています！

財務諸表（F/S）
● 貸借対照表（B/S）
● 損益計算書（P/L）
● キャッシュ・フロー計算書（C/S）等

ＩＦＲＳとは、世界的に多くの国が採用している会計
処理のルールのことで、日本でも任意適用企業の
拡大が続いています。各国の対応速度に差はある
ものの、着 と々ＩＦＲＳへの統合が進んでいる中で、
会計の専門家である公認会計士の活躍できる新し
いフィールドも広がっています。

自ら会計事務所を開設したり、コンサルティング会社を興したり
と、経験・知識を活かして独立し、活躍している公認会計士の
方も多数いらっしゃいます。

ある会社を買収するにあたって、被買収会社
の財務内容をチェックしたり、商品別損益や
商圏別損益の情報を把握すること等により、
買収先企業と、買収を望む企業とのマッチン
グを図ります。

近年企業では様々な経済活動を行う基盤とし
てITの果たす役割が大きくなっています。この
ような状況で、公認会計士は、企業のITの信
頼性を保証する「Trustサービス」を提供し、
社会からのニーズに応えています。

法人税法、所得税法、消費税法等多くの税法が存在する
ため、複雑多岐にわたる税務処理についての相談を受ける
等、企業経営を側面からサポートしています。近年では国内
に留まらず、企業の海外進出に対応して、国際税務サービ
スも重要になっています。

コンサルティング（MAS）

IFRS（国際財務
報告基準）関連サービス

M&A

Trustサービス 税務業務

独立開業・起業

企業を外部 からサポート
監査経験 を活かす！

企業を内部からサポート 企業内
会計士

会計知識を活かす！

一国一城の主

監査法人
日本経済を支える会計のプロ！

独自の技術やノウハウを持った将来性のある
ベンチャー企業等の株式公開支援を行うとと
もに、その企業の成長をサポートしていきます。
証券取引所への新規上場数は、2009 年度
から増加傾向にあり、会計士に対するニーズ
も高まっています。

株式公開支援（IPO）

利害関係者
金融機関 ・投資家・
取引先・消費者 

会計・財務に関する専門知識や経験、企業経営の豊富な
情報を活かし、企業の経営全般にわたる助言や指導を行い
ます。より高品質なコンサルティング・サービスで企業経営
をサポートし、企業のあるべき姿をともに考え、実行まで支援
するMAS業務へのニーズが近年急速に増えており、今後
ますます有用な業務となるでしょう。

公認会計士
（監査法人）

公認会計士が持つ高度な会計・財務知識は、企
業において中枢部とも言える経理・財務部門でまさ
に必須の知識です。企業の内部から、連結財務書
類の作成や新会計基準への対応等、体系的な知
識を活かすことができます。

経理・財務業務
IRとは、企業が株主や投資家等に対して、公正
な企業情報を適時に、そして継続して提供する
活動のことです。IR担当者には、管理会計に
精通し、かつ分析力や表現力といったものが問
われますが、公認会計士の持つ知識やスキル
は、これらの要求を十分にクリアするものです。

IR（ インベスター・
リレーションズ ）

公認会計士は、登録をすることにより、
税理士・行政書士 の資格を取得することができ、
税理士・行政書士 の独占業務も行うことができます。

公認会計士のさらなるメリット 独占業務

ますます広がる！公認会 計士のビジネスフィールド公認会計士を

目指そう！
CERTIFIED PUBLIC 

ACCOUNTANT

一般事業会社への就職にも強い！ 一般事業会社への就職にも強い！

ニーズ大！ ニーズ大！

3
監査報告

1
作 成

2
チェック

株式会社

財務諸表監査

ニーズ大！ ニーズ大！

公認会計士

5352
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受験環境にあったコース選択が
合格への最短ルート！

入門・基礎期の学習期間を
しっかり確保！

合格目標年度を決めるにあたっては、ご自身の受験環境に合った目標設定を行うことが大切です。学業の忙しい大学生や、働きながら
目指す社会人の方は、ロングスパンのコースを選択することが基本です。

本試験問題の7～8割が入門・基礎期で学習する内容から出題されます。また上級期の講義は、入門・基礎期の学習を踏まえて講義を
展開していきます。一発合格するためには、土台となる入門・基礎期の学習内容をしっかり習得することが重要です！

コース選択のPOINT 1 コース選択のPOINT 2

TACのコース一覧

TACではご自身の簿記・会計知識に応じてA
～Dの開始スタートレベルを選べます P25

簿記知識がない方でも、Aレベルから開始す
れば安心して学習できます。

コース選択

Q&A
簿記レベルとは？Q.1

何を基準に
コースを

選択すれば
良いですか？

Q.2
各コースの

違いは何ですか？

A.まずは論文式試験の受験年度を決めましょう A.学習期間が異なります。カリキュラムは同一です
目標とする受験年度によって、学習ペースは大きく変化します。短期合格
を目指すのであれば2021年合格目標を。ゆとりをもって学習するのであ
れば、2022年合格目標を選択するのが良いでしょう。１週間あたりの講
義数の目安は、各コースページをご参照ください。

各コースの学習内容・講義回数・教材等は同一です。早く開始す
るコースの方が、入門・基礎期の学習期間を長く確保できるため、
ゆとりを持って学習できます。入門・基礎期終了後の5月以降は、
上級期へと進み同一スケジュールとなります※。

※短期集中L本科生は異なります。

2020年 2021年 2022年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

短答2回対応

短期集中L本科生 春割
キャンペーン  P20

2020年
3月～12月

短答免除

司法試験合格者向け本科生 P21
2020年

3月～12月

短答2回対応

2年L本科生　　 春割
キャンペーン  P14

2020年
3月～6月

短答2回対応

2年S本科生  P16
2020年
7月・8月

短答2回対応

1.5年L本科生 P18
2020年

9月～11月

短答2回対応

高校生向け本科生 P22
2020年

3月～11月

科目免除者用コース P23

受 講 開 始 時 期 で 見 る
T A C の コ ー ス 一 覧

2021年
合格目標

2022年
合格目標

論 

文 

式 
試 
験

論 

文 

式 

試 

験

8月 8月

第
Ⅱ
回
短
答
式
試
験

第
Ⅱ
回
短
答
式
試
験

第
Ⅰ
回
短
答
式
試
験

第
Ⅰ
回
短
答
式
試
験

5月 5月12月 12月

免除者
対象

入門・基礎期の学習期間

入門・基礎期の学習期間

入門・基礎期の学習期間

入門・基礎期の学習期間

入門・基礎期の学習期間

入門・基礎期の学習期間

 開講時期は対応する各本科生に準じます随 時

12月短答式試験で残念な結果となった場合でも、
5月向けの短答対策を無料で受講いただけます。
短答2回対応コースだから、万が一の時でも安心！

5月短答  再チャレンジサポート！

コース毎に複数の開講月を設定！だから始めやすい！

1312
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2020年 2021年 2022年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

必
須
科
目
論
文
式
試
験
科
目

短
答
式
試
験
科
目

財務会計論
計算

理論

管理会計論

監　査　論

企　業　法

租　税　法

選
択
科
目

経　営　学

経　済　学

民　　　法

統　計　学

【
会
計
学
】

入 門 ・ 　 　 基 礎 期 上 級 期
1～3回 3～　　　　  4回 4～5回 5～6回

論文直前期（注2）インプット期（注1）

学習フォロー

就職サポート

全学習メディア対象

入門期の講義を試し受講できます。
選択科目入門期
試し受講

※TAC申込規約における「本科生」とは、「インプット期」（注1）・「論文直前期」（注2）というそれぞれに異なる受講期間（目標年度の論文式試験受験まで）をもつ2つの独立したカリキュラム講座を合わせて総称する呼び名で、それぞれの受
講期間は公認会計士講座が特別に設定しております（TAC申込規約3（2）（注3）受講期間④にあたるものです）。なお「論文直前期」は、論文直前講義・論文直前答練・第2回論文式全国公開模試がカリキュラムに含まれ、「インプット期」
は「本科生」より論文直前期を除いたカリキュラムとなります。

※カリキュラム・講義回数・講義時間等は変更になる場合があります。予めご了承ください。 ※受講者の少ない科目・クラスにおいて、ビデオブース講義や通信講義とさせていただく場合があります。予めご了承ください。

基礎マスター（63回）

基礎マスター（21回）

入門・基礎マスター（22回）

上級講義（31回）・

上級講義（11回）・

上級講義（12回）・

上級講義（14回）・

入門・基礎マスター（7回）

上級講義（19回）・論文基礎答練
（3回）・論文応用答練（3回）基礎マスターⅠ・Ⅱ（18回）

上級講義（12回）・論文基礎答練（4回）・論文応用答練（2回）

T
A
C
論
文
式
全
国
公
開
模
試

論
文
直
前
講
義
・
論
文
直
前
答
練

短
答
直
前
答
練

T
A
C
短
答
式
全
国
公
開
模
試

論文基礎答練（3回）
論文応用答練（2回）

論文基礎答練（3回）
論文応用答練（2回）

論文基礎答練（2回）
論文応用答練（2回）

論文基礎答練（4回）
論文応用答練（2回）

入門（1回）

入門（6回）

入門（1回）

第
Ⅱ
回
短
答
式
試
験

第
Ⅰ
回
短
答
式
試
験

12月 5月

入門・基礎
マスター（8回）

上級講義（15回）・論文基礎答練
（2回）・論文応用答練（2回）

上級講義（20回）・論文基礎答練
（3回）・論文応用答練（2回）

短答基礎答練・
短答直前答練

短答基礎答練・
短答直前答練

短答基礎答練・
短答直前答練

短答基礎答練・
短答直前答練

T
A
C
短
答
式
全
国
公
開
模
試 論 

文 

式 

試 

験

合 

格 

発 

表

● 就職・進路相談室 ● 監査法人就職対策講義　  ● 監査法人面接対策　  ● TACプロフェッションバンクの就職・転職支援

● 質問・相談コーナー ● 個別成績相談　  ● WEB個人別成績表　  ● デジタル教材　  ● 音声DLフォロー　  ● 受講生Webサイト

選択科目入門期
試し受講

選択科目入門期
試し受講

選択科目入門期
試し受講

5月短答
再チャレンジ

サポート！

3～6月入学

学習過程で 日商簿記検定3・2・1級 や 税理士試験 　　　　　簿記論・財務諸表論にもチャレンジできます！

8月 11月

入門
（9回）

A
レベル

B
レベル

対象

入門Ⅰ・Ⅱ（15回）
A

レベル
B

レベル 対象

入門・基礎期の中でも、比較的ウエイトの高い計算科
目（財務会計論-計算）と理論科目（企業法）の2科
目を先取り学習していただけます。各科目の本格的な
学習は7月以降になるため、春から夏の期間を有効
活用し、計算科目と理論科目の予習をすることで、そ
の後の学習内容の理解をより深めることができます！

先取り学習サポート
計算科目と理論科目の先取り
学習で、今後の学習を有利に！

<対象科目>
財務会計論 …基礎マスターⅠ（13回分）
企業法 ……………入門・基礎マスター（14回分）
<学習サポート登録期間> <コースNo.>
2020年10月31日（土）まで  217-900
※お申込みされる本科生コースの学習メディアでの受講となります。
※先取り学習サポートは2021年合格目標の教材を使用し

た予備学習であり、必須受講ではございません。ご希望の
方のみご申請ください。

2年L本科生特典！

民法大改正の影響を鑑み、当コースでは開講いたしません。
経営学・経済学・統計学よりご選択ください。

【重要】民法について

開講時期  2020年6月以降順次財務-入門Ⅰから学習開始

「2年L本科生」は、学校や仕事と両立しながら合格を目指せるTACの
スタンダードコースです。学習期間を長めに設定しているので、土台となる

「入門・基礎期」で学習する論点を確実に習得できます。

12月の第Ⅰ回短答式試験で合格すれば、論文式試験での一発合格
の可能性を高めることができます。また、思うような結果が得られなかっ
た場合でも、「5月短答再チャレンジサポート」で短答対
策を無料で受講でき、安心です。

年2回実施の  
短答式試験に完全対応

学生から社会人まで、  
安心のロングコース

入学時期  2020年3～6月  受講期間  約2年2ヵ月  総講義数  約320回

※0から始まる会員番号をお持ちでない方は、受講料のほかに別途入会金（￥10,000・消費税込）が必要です。会員番号につきましては、TAC各校またはカスタマーセンター（0120-509-117）までお問い合わせください。
※下記受講料は教材費・消費税10%が含まれます。

※Dレベルの方は、お申込み時に日商簿記検定1級合格の合格証書の提示（郵送申込の場合は写しの送付）が必要となります。

学校や仕事と両立しやすいロングコース！

2年 L 本科生 先取り学習
サポート付

開講時期  2020年7月以降順次
日商簿記検定1級合格者の方

開講時期  2020年7月以降順次
日商簿記検定2級・1級合格レベルの方

開講時期  2020年3月以降順次
日商簿記検定3級合格レベルの方簿記・会計初学者の方

●札幌校
●仙台校
●水道橋校
●新宿校
●早稲田校
●池袋校

●渋谷校
●八重洲校
●立川校
●中大駅前校
●町田校
●横浜校

●日吉校
●大宮校
●津田沼校
●名古屋校
●京都校
●梅田校

●なんば校
●神戸校
●広島校
●福岡校

開講校舎   

※提携校での開講状況は直接校舎までお問い合わせください。

講義日程は右記の「TACの講義日程」にて順次公表します。な
お、開講月・地区・クラスにより、ビデオブース講義となる場合
がございます。

通 学メディア
教室講座 ビデオブース講座

2020年3月
開講予定

2020年3月
開講予定

以後、教室講義日程に準じて
配信します。

通 信メディア

以 後、1ヵ月に 2 回 程 度、
約 2 週間おきに教材を発送
します。

Web通信講座 DVD通信講座

2020年4月中旬
配信開始予定

2020年4月中旬
発送開始予定

全学習メディアにデジタル教材・音声DLフォロー標準装備！

受講料・コースNo.一覧 P26～ 　 簿記のスタートレベル（A～Dレベル） P25 　 申込方法 P31

2020年春から公認会計士を目指すみなさんをトコトン応援します！新生活
がスタートするこの時期だからこそ、学習を始める絶好の機会です。TAC
で幸先の良いスタートを切ってください！
＜キャンペーン期間＞2020年2月19日（水）～6月1日（月）

春割キャンペーン  
受講料最

大¥70,000割引 実施中！

申込開始日 2020年2月19日（水）★春割キャンペーン実施中！

安心の学習フォロー・  
就職サポート
学習期間中の質問制度をはじめ、様々な角度からみなさんをサポートしま
す。また、就職活動に不安のある方も、年間を通して必要な時期に就職対
策を実施し、就職に必要な情報やスキルを身につけることができるので、安
心です。

学習フォロー P04 　 就職サポート P07

5月短答
再チャレンジ

サポート！

学習メディア 一括払い受講料 分割払い受講料
前　期 後　期

通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料

教室講座
ビデオブース講座

¥760,000 ¥722,000 ¥430,000 ¥408,500
¥357,000 ¥339,150

¥790,000 ¥750,500 ¥460,000 ¥437,000

教室＋Web講座
ビデオブース＋Web講座

¥780,000 ¥741,000 ¥450,000 ¥427,500
¥406,000 ¥385,700

¥850,000 ¥807,500 ¥490,000 ¥465,500

Web通信講座
¥760,000 ¥722,000 ¥430,000 ¥408,500

¥357,000 ¥339,150
¥790,000 ¥750,500 ¥460,000 ¥437,000

DVD通信講座
¥820,000 ¥779,000 ¥460,000 ¥437,000

¥406,000 ¥385,700
¥850,000 ¥807,500 ¥490,000 ¥465,500

春割

春割

春割

春割

学習メディア 一括払い受講料 分割払い受講料
前　期 後　期

通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料

教室講座
ビデオブース講座

¥750,000 ¥712,500 ¥420,000 ¥399,000
¥357,000 ¥339,150

¥780,000 ¥741,000 ¥450,000 ¥427,500

教室＋Web講座
ビデオブース＋Web講座

¥770,000 ¥731,500 ¥440,000 ¥418,000
¥406,000 ¥385,700

¥840,000 ¥798,000 ¥480,000 ¥456,000

Web通信講座
¥750,000 ¥712,500 ¥420,000 ¥399,000

¥357,000 ¥339,150
¥780,000 ¥741,000 ¥450,000 ¥427,500

DVD通信講座
¥810,000 ¥769,500 ¥450,000 ¥427,500

¥406,000 ¥385,700
¥840,000 ¥798,000 ¥480,000 ¥456,000

春割

春割

春割

春割

学習メディア 一括払い受講料 分割払い受講料
前　期 後　期

通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料

教室講座
ビデオブース講座

¥740,000 ¥703,000 ¥410,000 ¥389,500
¥357,000 ¥339,150

¥770,000 ¥731,500 ¥440,000 ¥418,000

教室＋Web講座
ビデオブース＋Web講座

¥760,000 ¥722,000 ¥430,000 ¥408,500
¥406,000 ¥385,700

¥830,000 ¥788,500 ¥470,000 ¥446,500

Web通信講座
¥740,000 ¥703,000 ¥410,000 ¥389,500

¥357,000 ¥339,150
¥770,000 ¥731,500 ¥440,000 ¥418,000

DVD通信講座
¥800,000 ¥760,000 ¥440,000 ¥418,000

¥406,000 ¥385,700
¥830,000 ¥788,500 ¥470,000 ¥446,500

春割

春割

春割

春割

学習メディア 一括払い受講料 分割払い受講料
前　期 後　期

通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料 通常受講料 大学生協割引受講料

教室講座
ビデオブース講座

¥755,000 ¥717,250 ¥425,000 ¥403,750
¥357,000 ¥339,150

¥785,000 ¥745,750 ¥455,000 ¥432,250

教室＋Web講座
ビデオブース＋Web講座

¥775,000 ¥736,250 ¥445,000 ¥422,750
¥406,000 ¥385,700

¥845,000 ¥802,750 ¥485,000 ¥460,750

Web通信講座
¥755,000 ¥717,250 ¥425,000 ¥403,750

¥357,000 ¥339,150
¥785,000 ¥745,750 ¥455,000 ¥432,250

DVD通信講座
¥815,000 ¥774,250 ¥455,000 ¥432,250

¥406,000 ¥385,700
¥845,000 ¥802,750 ¥485,000 ¥460,750

春割

春割

春割

春割

オススメ
コース！

財務-入門Ⅰ・Ⅱと管理-入門を省略して学習開始財務-入門Ⅰ・Ⅱと管理-入門を省略して学習開始財務-入門Ⅰを省略して学習開始
D
レベル

C
レベル

B
レベル

A
レベル

web.tac-school.co.jp
/cpa_nittei

講義日程は
コチラ

▼

受 講 料 分割払いについて トータル受講料は、「分割払い」よりも「一括払い」の方がお安くなります。
分割払いでお申込みの場合には、P39「分割払いに関する注意事項」を必ずご確認ください。

2022年論文合格目標 短答2回対応

講義時間：3 時間 
一週間あたりの講義数（概算）

Curriculum
カリキ ュラ ム

Point
ポ イ ント

※科目・時期・内容により異なる場合もございます。

1514

受
講
料
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込
み
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ロ
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制
度
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ア
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ー
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イ
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税 務 署

計算 経済学

理論 民　法

計算 統計学

理論
計算 経営学
企業及び企業経営のあり方を研究する学問で、経営戦略論、モチベー
ション理論、リーダーシップ論、コーポレート・ガバナンス論、ファイナンス
理論等、幅広いテーマを研究対象とします。時事的な問題が取り上げられ
ることも多く、企業の最新動向に常に関心を払っておくことが大切です。

経済学は、企業や消費者の経済行動や、個々の財・サービスの需給に
対する分析を行うミクロ経済学と、一国の経済全体または世界経済全
体を分析するマクロ経済学に大別されます。分析は、現実経済をモデル
化して行われます。

民法では、売買契約等の私達が日常行う行為を規律する法律を学習し
ます。学習の目的は、条文の解釈や学説の対立点を理解することです。

統計学では、データ解析やファイナンス理論に必要となる記述統計、確
率、推測統計、相関・回帰分析等に関して、データを用いた計算方法
や確率を利用した統計的評価方法を学習します。

論文式試験では、選択科目4科目から1科目を選んで受験することになります。
下に記載する各科目のメリット・デメリットや、学習量を基準にしてご自身に合う科目を選択してください。

本試験では「高校文系数学」のレベルで対
応できる出題が続いています。「中学数学」
を理解できる方であれば、12月短答後にス
タートしても合格水準への到達が可能です。

論点が問題となる典型的な事例や、その問
題の所在・自説・理由づけを暗記しましょう。
常に条文を引き、該当する箇所に何が書か
れているのか等を把握することが重要です。

非常に体系化された学問なので基礎をしっ
かり身につけましょう。練習問題を解くことが
重要な学問です。特にミクロ経済学の計算
問題は、定期的に復習するようにしましょう。

基本的な論点を広く浅く押さえ、効率的な
学習を心掛けましょう。ファイナンス理論は、
経営学の中では比較的差がつきやすい分
野ですから、対策は重要です。

メリット デメリット

経営学
学習量は他の科目の6割程度。試験委員の研究
領域からの出題が多く見られるため、そこを中心と
した学習で短期攻略が可能です。

ファイナンス理論は、経済学ほどではありませんが、
ある程度の数学的知識が必要です。数学が苦手
な方にとっては、その点がデメリットと言えます。

経済学
数学的素養（特に微分）が一部求められますが、パ
ターンを身につければ得点源となります。また、計
算問題がメインのため、満点を狙うことができます。

数学的素養がなくても学習できる範囲が増えては
いますが、微分や2次関数が苦手な方にとっては
難解な科目となるでしょう。

民　法 企業法の勉強が役立ちます。また、半分は基本的
な出題ですから、合格点は確保できる科目です。

学習量が多く、暗記が必要なので、地道な学習が必要
です。大改正の影響から選択は得策ではありません。
論述科目のため、高得点は取りにくいと言えます。

統計学 統計学は暗記量が少ないため、数学が得意な方に
とっては、短期間で試験対策できる科目です。

問題を解く際に基礎事項を応用させる力が必要と
なります。応用問題よりも暗記重視型の問題の方
が得意という方には不向きな科目と言えます。

理論
計算 租税法 
租税法では、監査証明業務を行うために必要な法人税法の計
算・基礎理論を中心に、所得税法、消費税法等の構造的理解
が問われることが明記されており、基礎的な計算問題も出題され
ます。

幅広い分野からの基礎的概念の出題とさ
れていますが、会計との関連性が深い分野
も多く見られますので、会計を攻略すること
が、租税法攻略につながると言えるでしょ
う。

理論 企業法
「企業法」という科目の中心は会社法です。会社法は、企業の組
織・運営・活動等、企業を巡る様々な関係を規律する法律です。
この中で特に重要なのは株式会社に関する規定で、主に株式
会社の設立・運営から消滅に至るまでの諸規定を学習します。
また、商法と金融商品取引法等も出題範囲に含まれます。

まずは、法律特有の言い回しに慣れましょ
う。学習初期に、条文や立法趣旨・要件・
効果等の骨組みを押さえることが大事で
す。特に条文には力を入れましょう。

理論 監査論
そもそも公認会計士という資格は、大企業が公表する決算書に
「お墨付き」を与える業務である財務諸表監査を担うのにふさわ
しい者に与えられる資格として誕生しています。監査論では、公
認会計士が備えるべき価値観を含め、財務諸表監査にまつわる
様々なルールの内容や背景について扱います。

入門・基礎期は専門用語や言い回しに促
われず、ルールの一つ一つについて、その
意味やなぜ必要なのかを噛み砕いて理解す
ることに力を入れましょう。

理論
計算 管理会計論【会計学 】
企業経営においては、経営者が将来の企業のあり方を計画した
り、その成果が期待通りに進んでいるかを管理するための情報も
必要です。管理会計論では、このような情報の収集・分析・報
告を行うための、原価計算を中心とした会計システムについて学
習します。

まずは計算方法をマスターし、それか
ら関係する理論を押さえるようにしま
しょう。試験委員特有の論点の学習
は、今までに学習した内容との関連を
意識しながら行うのが効果的です。

理論
計算 財務会計論【会計学 】

簿記とは、企業の日々の経営活動を記録・計算し、株主・取引先・
銀行等の利害関係者にその財政状態や経営成績を決算書類を
用いて報告するための手続です。

計算（簿記）で学習する会計処理は、「企業会計原則」等の会
計基準に基づいて行われます。理論（財務諸表論）では、会計
基準の内容及び理論的背景、さらには理論的な対立等会計理
論について学びます。

理論（財務諸表論）

計算（簿記）

理論（財務諸表論）
学習した内容を記憶する作業を継続
的に行いましょう。計算の答練を復習
した後に、同じ範囲の理論について復
習をすることも効果的です。

計算（簿記）
解答できたか否かだけでなく、現在処
理していることが簿記一巡の中でどの
ような意味があるのかを再確認するこ
とが重要です。
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この度の民法大改正に伴い、学習面・実務面への大きな影響が今後予想され
るため、他の選択科目での受験を推奨いたします。TACでは当面の間、民法
の開講を見送りさせていただきます。（民法の科目免除をお持ちの方は、科目
免除者としての登録は可能です）

【重 要】
民法で受験をご検討
されている皆様へ
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会計処理や数式処理など
計算を中心に学習します

制度や基準、各種法律など
理論を中心に学習します

必 須 科 目 選 択 科 目（ 論文式試験では、以下の4科目から
1科目を選んで受験します ）
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選択科目は学習開始時に選
んでいただきますが、悩んでい
る方や実際に講義を受けてか
ら決めたいという方のために、
TACでは入門期に他の選択
科目を受講することもできま
す。実際の講義に触れ、ご自
身に合った科目を選ぶことが
できます。

なら

※ご利用方法の詳細は、お申込み後
にお渡しする「受講ガイド」をご覧く
ださい。

選択科目入門期

試し受講

試験科目ガイド公認会計士を

目指そう！
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オリエンテーションレジュメ

～ようこそ 公認会計士のフィールドへ～

＜ＴＡＣ＞無断複写・複製を禁じます（22年合格目標） オリエンテーションレジュメ
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公認会計士試験における財務会計論

公認会計士試験制度自体についての詳細な内容はパンフレット等を参照して頂くこととしまして，以

下，財務会計論に関することを述べていきます。

Ⅰ．短答式試験

１．財務会計論

公認会計士試験は，短答式試験と論文式試験の二段階選抜となります。短答式試験の合格者のみが

論文式試験を受けられますので，まずは短答式試験に合格しなければなりません。

短答式試験は以下の４科目が試験科目となります。

① 財務会計論 ② 管理会計論 ③ 監 査 論 ④ 企 業 法

財務会計論は「簿記，財務諸表論，その他企業等の外部利害関係者の経済的意思決定に役立つ情報

を提供することを目的とする会計の理論」と位置付けられています。つまり，財務会計論は「主とし

て財務諸表を作成するための理論と手法について出題される科目」です。

ＴＡＣの公認会計士講座では，入門及び基礎マスターにおいて，財務会計論における計算的な側面

（以下，簿記と言います）を中心に学習します。なお，基礎マスターの最後には簿記だけではなく理

論的な側面（以下，財務諸表論と言います）の学習もスタートします。

２．試験内容

短答式試験において，財務会計論は「試験時間 120分，出題数40問以内，配点 200点」，他の短答

式３科目は「試験時間60分，出題数20問以内，配点 100点」です。財務会計論は他の３科目より配点

が２倍となりますので，重要性が高い科目といえます。短答式試験は４科目の総点数で合否判定が行

われますが，中でも財務会計論はその比重が高い（200点÷500点＝全体の４割）ことから，財務会計

論を得意科目にすることが短答式試験の合格に近づく第一歩です。「財務会計論を制する者が短答式

試験を制する」と言っても過言ではありません。

財務会計論の出題については，各分野・各論点から満遍なく出題されます。したがって，入門期か

ら一つ一つの論点をしっかり理解することが大切です。

＜ＴＡＣ＞無断複写・複製を禁じます（22年合格目標） オリエンテーションレジュメ
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Ⅱ．論文式試験

１．会計学

短答式試験に合格しますと，次に論文式試験を受験します。論文式試験は年に１回（８月）に実施

され，以下の５科目が試験科目となります。

① 会 計 学 ② 監 査 論 ③ 企 業 法 ④ 租 税 法 ⑤ 選択科目

会計学は「財務会計論及び管理会計論」ですので，「財務会計論」は「会計学」に含まれます。

２．試験内容

論文式試験において，会計学は「試験時間 300分，出題数大問５問，配点 300点」，他の論文式４

科目は「試験時間 120分，出題数大問２問，配点 100点」となっています。会計学は他の４科目より

配点が３倍となり，また，会計学のうち財務会計論は「試験時間 180分，出題数大問３問，配点 200

点」と約７割の比重ですので，財務会計論は論文式試験においても重要性が高い科目といえます。科

目合格をしていない場合には，論文式試験は５科目の総点数で合否判定が行われますが，その中でも

比重が高い（200点÷700点＝全体の約３割）ことから，「財務会計論を制する者が論文式試験を制す

る」，つまり，「財務会計論を制する者が公認会計士試験を制する」のです。
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簿 記 の 学 び 方

Ⅰ．簿記の勉強方法

１．講義について

公認会計士試験の短期合格を目指して，ＴＡＣ独自のノウハウを駆使して作り上げられたカリキュ

ラムに従って，講義を進めていきます。したがって，財務会計論を得意にするためには，まずは，講

義についていくことが大切ですので，講義は休まず，必ず出席して下さい。

そして，講義内容をしっかり復習し，学習した内容をマスターすることが，本試験で高得点を獲得

することに繋がります。したがって，講義に出席した後に復習をしっかりと行うことが重要です。

２．復習について

以下のように学習を進めて下さい。

(1) まず，講義で学習した各論点を理解するために，簿記一巡の手続を意識しながら，各処理方法を

一つ一つ丁寧に覚えて下さい。その際にはただ暗記するのではなく，何故，その処理が行われるの

か，といった処理の意味を考えると良いでしょう。

(2) 次に，処理方法を理解したら，テキストの設例，基本例題やトレーニングを用いながら，問題を

解いて下さい。問題演習を通じて，各論点の出題パターンや解答技法をマスターします。

(3) 最後に，同じ問題を繰り返し解いて，問題を見ただけで処理方法及び解き方が頭に浮かび，解答

のイメージが湧くようにして下さい。そうすれば自ずと解答時間も短縮するでしょう。そのために

も，各問題は「最低３回」は解いて下さい。

(4) 復習を進める度に「復習管理表」に復習した日付を記入して下さい。「復習管理表」は復習の進

捗状況を一覧できる表です。①講義後から次回講義まで②実力テストまで③上級までの３段階に分

けて効果的に復習を進められるようになっていますので，自身の復習の目安に用いて下さい。なお，

時間を空けてテキストの設例，基本例題やトレーニングの問題を解く際に，まずはテキストの該当

範囲の内容を予め読むことなく解いてみてください。以前に学習した内容を思い出しながら解くこ

とで，知識が定着していきます。内容を思い出せず問題が解けない場合はテキストの内容に戻って，

忘れている箇所を確認して下さい。

(5) 講義をより効率的に受けられるよう，学習進度表に「事前復習論点」を記載しています。事前復

習論点はその回の講義において，前回の講義内容以外で特に復習が必要な論点になりますので，事

前に復習した上で講義を受けるようにして下さい。

公認会計士試験に合格するためには，徹底した問題練習が必要であることを自覚し，しっかりと復

習を行って下さい。
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Ⅱ．入門・基礎期の学習内容

１．入 門

入門では簿記の基礎を学習します。内容的には比較的簡単な論点が多いのですが，入門でしっかり

学習することが，基礎マスターや上級に繋がっていきますので，気を抜かず，一つ一つの論点をしっ

かりマスターして下さい。

入門の内容は，初めて簿記を学習する方を想定した学習内容となっております。なお，日商簿記と

の兼ね合いとしては，入門Ⅰが日商簿記３級の範囲すべて，入門Ⅱが日商簿記２級の範囲の一部を学

習する内容となっております。

２．基礎マスター（ＢＭ：ベーシック・マスター）

基礎マスターでは，簿記について難解な論点や特殊な論点を除いたほぼ全分野を学習します。基礎

マスターで学習する各論点は，そのまま本試験に出題される可能性が高い論点ばかりですので，非常

に重要です。また，内容的にも入門より難しい内容となりますので，講義を受けるだけでなく，しっ

かり復習することが大切です。

Ⅲ．上級期の学習内容

上級期では，入門・基礎期で学習するには難解であったり特殊な論点，又は横断的な論点を学習しま

す。また，新しい会計制度が設けられた場合には随時，新しい論点を学習していきます。なお，上級期

では短答式及び論文式本試験を想定したアウトプット・トレーニング（問題演習）を多く取り入れてい

ます。問題演習を通じて，短答式の問題や総合問題の解法を学習するとともに，試験における時間配分

等を身につけて，本試験において合格点を獲得する実力を付けていきます。
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入門Ⅰの学習内容など

Ⅰ．テキストの学習内容・利用方法

１．本コースの狙い

入門Ⅰでは，簿記を初めて学習する人を対象として，平易な取引を通して簿記一巡の手続をマスタ

ーすることを目的としています。したがって，学習に際してはまず個々の取引の処理を覚え，次にそ

れらを簿記一巡の手続の中で捉えていくことが大切です。なお，入門Ⅰは日商簿記３級の試験範囲を

網羅していますので，本コースをマスターすれば日商簿記３級を合格できる内容となっております。

２．テキストとトレーニングの使用方法について

(1) まず，テキストを読んで個々の取引の処理方法をマスターして下さい。理解できたならば，次に，

トレーニングに挑戦します。テキストの設例，基本例題は解答・解説を見ながら解いて結構ですが，

トレーニングの問題はできる限り独力で解いて下さい。そして，トレーニングで分からない箇所は

テキストに戻って復習して下さい。

(2) トレーニングはテキストの確認と練習のための問題ですが，その中にはテキストの問題よりも少

し難しい応用問題があります。しかし，少し考えれば解ける問題となっていますので，頑張って挑

戦して下さい。

３．簿記を初めて学習する方へ

まず，簿記とはどのようなものか，どのような処理を行うか，ということに慣れて下さい。その際

に，頭で考えるよりも実際にペンを取って記帳しながら「体で覚える」ことが大切です。また，学習

に際しては先入観を持たずに，あるがままをそのまま受け入れるという「素直な学習態度」も必要で

す。

４．簿記を少し学習した方へ

頭の中では分かっていると思っていても，実際にペンを取って解いて下さい。そして，仕訳ができ

たならば「仕訳の意味するところ」を考えて下さい。また，できる限り仕訳をしないで済む方法を見

つけて下さい。このようにすることによってスピードアップできます。
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Ⅱ．ミニテスト

１．ミニテスト

ミニテストは前回の講義で最低限マスターしていただきたい論点について10分～20分程度の小問形

式で実施する知識確認テストです。ミニテストができれば講義についてこれている証拠ですから，毎

回ミニテストで満点をとることを目標に復習して下さい。

ミニテストはその時点での皆さんの理解度を測るものです。仮に思うようにできなくても，どの論

点が理解できていないのかを知り，その論点を復習してマスターすることが皆さんの実力をアップさ

せることになります。したがって，ミニテストは出来不出来に関係なく，必ず毎回受け，必ず毎回提

出して下さい。

２．実力テスト

ミニテストが最低限の知識の確認であるのに対して，実力テストは「今までの学習の総まとめ＋問

題練習」のテストです。つまり，実力テストの内容は今までに学習した論点がまんべんなく入ってい

ますし，レベルもトレーニングより難しい応用問題となります。

したがって，満点をとることは難しいかもしれませんが，７割程度はとることを目標にして受けて

下さい。なお，実力テストは各コースの完成問題の一つでもあります。

Ⅲ．参考（その他の問題演習など）

１．パワーアップ問題

上記のミニテストや実力テストの他に，基礎マスターにおいては，通常講義とは別に総合問題形式

の「パワーアップ問題」演習があります。各単元における重要論点を，総合問題形式で定期的に出題

していく予定です。やや難易度の高い問題もありますが，忘れずに受講するようにして下さい。

２．アクセス答練

上級期において，短答式試験及び論文式試験の計算問題対策として，アクセス答練を実施します。

基礎期および上級期に学習した内容を網羅的に再確認する趣旨になります。校舎によりますが，主に

早朝に実施する予定です。必ず受講しましょう。

３．短答答練・論文答練

上級期において，本試験と同様の形式（短答式２時間，論文式３時間）の答練を実施します。計算

と理論を合わせた形式での出題です。本試験における時間配分の練習にもなりますので，必ず受講し

ましょう。
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４．電卓を用意する

(1) 簿記を学ぶ上で電卓は必需品です。そこで，試験に向いている電卓の条件を挙げておきます。

① 12桁の計算ができること

② 太陽電池で動くこと（電池切れの心配がないこと）

③ メモリー機能があること

④ → キー，又は，

▲

キーがついていること

⑤ ルート（√）機能があること

⑥ 手にあった大きさであること（一般の電卓より大きめが良いでしょう）

これらの条件は絶対的なものではありませんが，特別な理由のない限り，条件を満たす電卓を用

意するのが良いでしょう。なお，条件に適した電卓をＴＡＣ受付にて割安で販売しております。ま

だ用意されてない方はＴＡＣ受付にて購入することをお薦めします。

(2) 参 考（公認会計士本試験規定）

試験場においては，算盤及び以下①～⑥の基準の全てを満たす電卓の持込使用を認めています。

① 電源内蔵式で，音（音階，音声等）を発しないもの

② 数値を表示する部分がおおむね水平であり，表示部が周りの受験者に見えない程度のもの

③ 外形寸法がおおむね縦20cm×横20cm×高さ５cmを超えないもの

④ ケースやカバーが付いていないもの（ケースやカバーは取り外すこと）

⑤ 計算機能以外の機能を有しないもの

⑥ 以下ア～エに掲げる機能を有しないもの

ア プログラム入力・記憶機能

イ 関数電卓機能

ウ 紙に記録する機能

エ 漢字・カナ・英字入力機能

（注）例えば，以下の機能については，上記ア～エの機能に該当しないため，試験場での使用は可

能です。

・ GT，C，AC，MC，MR，M＋，M−，MU，MD，RV，√，％などのキー

・ 税計算機能（税込，税抜計算ができる機能）

・ 日数計算機能（期間計算や期日計算ができる機能）

・ 時間計算機能（時・分・秒の加減乗除ができる機能）

・ 換算機能（通貨，単位など任意の換算レートを設定して換算できる機能）

・ カウンター付演算状態表示機能（入力件数の多い計算でも入力した数値の個数や演算状態

の表示により計算過程の確認が一目でできる機能）

・ アンサーチェック（検算）機能（１回前の計算結果と答えを自動的に照合できる機能）

・ キーロールオーバー（早打ち）機能（先に押したキーから指を離す前に次のキーを押して

も入力を受け付ける機能）

・ 計算続行機能（計算の中断で消えた画面を再表示する機能）

・ オートレビュー機能（自動的に計算過程の確認と訂正ができる機能）






